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【１】中心静脈ラインの開放による空気塞栓症（医療安全情報No.130）

（１）報告状況

　第43回報告書（2015年12月公表）の分析テーマで、「座位による中心静脈カテーテルの処置に関

連した事例」を取り上げ、座位で中心静脈カテーテルを抜去した事例と座位で中心静脈カテーテルの

ラインを開放した事例に分けて分析を行った。その後、医療安全情報No.113「中心静脈カテーテル

抜去後の空気塞栓症」（2016年4月提供）では、座位で中心静脈カテーテルを抜去したため、血管内

に空気が流入した事例、医療安全情報 No.130「中心静脈ラインの開放による空気塞栓症」（2017年

9月提供）では、大気に開放される状態で中心静脈ラインの接続を外したことにより、血管内に空気

が流入した事例について注意喚起を行った。

　今回、本報告書の分析対象期間（2022年7月～9月）に医療安全情報No.130「中心静脈ラインの開放

による空気塞栓症」の類似の事例が2件報告されたため、再び取り上げることとした。医療安全情報

No.130の集計期間後の2017年8月以降に報告された再発・類似事例は7件であった（図表Ⅳ－1－1）。

図表Ⅳ－１－１　「中心静脈ラインの開放による空気塞栓症」の報告件数

1～3月 4～6月 7～9月 10～12月 合計

2017年 0 2 2

2018年 0 0 0 1 1

2019年 0 1 0 0 1

2020年 0 0 1 0 1

2021年 0 0 0 0 0

2022年 0 0 2 － 2

図表Ⅳ－１－２　医療安全情報No.130「中心静脈ラインの開放による空気塞栓症」
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（２）事例の概要

１）関連診療科

　関連診療科を整理して示す。

　図表Ⅳ－１－３　関連診療科

関連診療科 件数

脳神経内科 2

消化器科 2

心臓血管外科 1

呼吸器外科 1

産婦人科 1

合計 7

２）当事者職種と職種経験年数

　事例で選択された当事者職種は、全て看護師であった。ただし、報告された事例のうち1件は、

「事故の内容」に医師が中心静脈カテーテルをヘパリンロックしたことが記載されていた。看護師

の職種経験年数は、3年以下の事例が多く、その中でも1年未満の事例は4件であった。

　図表Ⅳ－１－４　看護師の職種経験年数

職種経験年数 件数

1年未満 4

1～3年 3

4～9年 2

10～19年 0

20年以上 1

※当事者職種は複数回答が可能である。

再発・類似事例の分析 【１】中心静脈ラインの開放による空気塞栓症（医療安全情報No.130） ■

– 62 –
医療事故情報収集等事業　第 71 回報告書



３）挿入されていた中心静脈カテーテルの種類

　中心静脈カテーテルの種類を示す。ブラッドアクセスカテーテルは径が大きいため、空気を引き

込みやすい可能性がある。また、今回はPICCの事例も報告されていた。

　図表Ⅳ－１－５　挿入されていた中心静脈カテーテルの種類

中心静脈カテーテルの種類 件数

ブラッドアクセスカテーテル 3

トリプルルーメン 1

PICC（末梢挿入型中心静脈カテーテル） 1

記載なし 2

合計 7

４）中心静脈ラインの接続を外した目的

　中心静脈ラインの接続を外した目的を整理して示す。

　図表Ⅳ－１－６　中心静脈ラインの接続を外した目的

外した目的 件数

保清
清拭、寝衣交換 2

シャワー浴 1

輸液投与後のヘパリンロック 2

採血 1

リハビリテーションのための歩行 1

合計 7

５）患者への影響

①事故の程度

　事例で選択された事故の程度を示す。因果関係は不明であるが「死亡」を選択した事例が1件

報告されていた。

図表Ⅳ－１－７　事故の程度

事故の程度 件数

死亡 1

障害残存の可能性がある（高い） 0

障害残存の可能性がある（低い） 2

障害残存の可能性なし 3

障害なし 1

合計 7
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②患者に出現した初期症状とその後の対応

　中心静脈カテーテルを大気に開放した後、患者に出現した初期症状を整理して示す。呼吸困難

を訴えた事例が5件と多かった。ブラッドアクセスカテーテルが挿入されていた事例の中には、

突然、意識消失した事例も1件報告されていた。不明の1件は、PICCが挿入されていた患者で、

輸液が終了後、看護師はラインを外した際に中心静脈カテーテルが大気に開放されていることに

気付かないまま患者を室内のトイレに移動させ、その後、意識消失している患者を発見した事例

であった。

図表Ⅳ－１－８　初期症状

患者に出現した

初期症状
件数

呼吸困難感 5

意識消失 1

不明 1

　次に、患者に症状が出現した後の対応や結果が記載されていた事例について、その内容を示

す。CT検査などで空気塞栓が確認できた事例は3件であった。

　

図表Ⅳ－１－９　初期症状出現後の対応や結果

患者に出現した

初期症状
対応や結果

呼吸困難感

酸素投与、採血、12誘導心電図測定を行い、造影CT検査で肺野末梢に散布状の陰

影を多数認めた

酸素投与、採血、胸部X線検査を実施した

酸素投与、心電図モニタ装着、CT検査を行ったがすでに空気は吸収された可能性

があった

意識消失

ICUへ入室後、頭部CT検査、頭部MRI検査にて空気塞栓及びそれに伴う脳梗塞と

診断し、空気塞栓に対して高圧酸素療法、脳梗塞に対してエダラボン点滴、脳梗

塞に伴うけいれんに対しては抗けいれん薬を投与した

不明
トイレ内で意識消失している患者を発見後、胸骨圧迫を開始したが救命できず、

心停止後にCT検査を行ったところ心臓と脳内に空気を認めた
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https://www.med-safe.jp/pdf/report_2015_3_T002.pdf



